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Abstract
The purpose of this study is to clarify the transition of handling the ball games in physical
education after the World WarⅡ in Japan.
In the period of "New physical education" (1945‑1957), the ball games which could be learn
with “group learning” or had the character of “recreation” had be handled. In the period of
“Physical ﬁtness” (1958‑1976), the ball games which needed the high amount of exercise had
be handled. In the period of “Tanoshii‑Taiiku” (1977‑  ), various ball games have been handled
and pupils have selected these on their own wills in order to develop qualities and abilities
to participate in enjoyable physical activity to pupils.


















































































の取り扱いは表 1、表 2及び表 3のように
示される。
95
年 昭22 昭24 昭28 昭33 昭43 昭52 平元 平10 平20
Ⅰ ハンドボール × × × × × × × △ △
タグラグビー × × × × × × × × △
サッカー × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
フットボール ○ ○ ○ × × × × × ×
簡易サッカー × × ○ × × × × × ×
キックボール × × ○ × × × × × ×
ラインサッカー × × × × ○ ○ × × ○
ミニサッカー × × × × × × × × ○
フラッグフットボール × × × × × × × × ○
対列フットボール ○ ○ × × × × × × ×
バスケットボール × ○ × × △ ○ ○ ○ ○
エンドボール × ○ × × ○ × × × ×




× × × × × × × × ×
バレーボール × ○ ○ × × × × × ×
ソフトバレーボール × × × × × × × ○ ○
ドッジボール ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
プレルボール × × × × × × × × △
Ⅲ ソフトボール ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ ○
ティーボール × × × × × × × × △
ワンアウトボール ○ ○ × × × × × × ×
フットベースボール ○ ○ ○ ○ × × × × ×
ハンドベースボール × ○ ○ ○ ○ × ○ × ×
キャッチボール × ○ × × × × × × ×





































































































年 昭22 昭26 昭33 昭44 昭52 平元 平10 平20
Ⅰ ハンドボール ○ ○ × ■ ◆ ● ● ●
ラグビー ② × × × × × × ×
サッカー ② ② ② ② ● ● ● ●
タッチフットボール ② ② × × × × × ×
バスケットボール ○ ○ ○ ■ ◆ ● ● ●
Ⅱ バドミントン × ① × ☆ ※ ● ● ●
テニス ○ ＊ × ☆ ※ ● ● ●
卓球 × ＊ × ☆ ※ ● ● ●
スピードボール ○ ○ × × × × × ×
チームゲーム バレーボール ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
Ⅲ ソフトボール ○ ○ ○ ☆ ※ ● ● ●
ワンアウトボール ○ × × × × × × ×
フットベースボール ① × × × × × × ×
軟式ベースボール ② × × × × × × ×
軟式野球 × ② × × × × × ×
Ⅳ ビリヤ ドー、ゴルフ、カーリング、
ボーリングなど × × × × × × × ×
年 昭22 昭26 昭31 昭35 昭45 昭53 平元 平10 平20
Ⅰ ハンドボール ○ ○ ○ ■ ● ★ ● ● ●
ラグビー ② ○ ② ② ② ★ ● ● ●
サッカー ② × ② ② ② ★ ● ● ●
タッチフットボール ② ② × × × × × × ×
バスケットボール ○ ○ ○ ■ ● ★ ● ● ●
Ⅱ バドミントン × ① ○ ■ ▲ △ ● ● ●
テニス ○ ＊ ○ ■ ▲ △ ● ● ●
卓球 × ＊ ○ ■ ▲ △ ● ● ●
スピードボール ○ ○ × × × × × × ×
チームゲームバレーボール ○ ○ ○ ■ ● ★ ● ● ●
Ⅲ ソフトボール ○ ○ ○ ■ ▲ × ● ● ●
フットベースボール ① × × × × × × × ×
軟式野球 × ② ② × × × × × ×
軟式ベースボール ② × × × × × × × ×
Ⅳ ビリヤ ドー、ゴルフ、カ リーング、










7、＊   （選択教材）個人の特殊な要求に応ずるものや、特
殊の施設に応ずるもの、あるいはまた教材評価にお
ける総合的価値がある程度低くとも、余暇活動とし
てよいものが大部分である。
8、■　この中から1種目を選択して履修する
9、☆　第３学年においては、示された球技種目に代えて、ソフ
トボール、テニス、卓球、バドミントンを指導すること
ができる。
10、※　地域、学校の実態及び生徒の興味や関心に応じて、テ
ニス、卓球、バドミントン又はソフトボールのうち一
を加えて指導することができる。
11、◆　バスケットボールに代えてハンドボールを指導するこ
とができるものとする。
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3.1　「新体育」「生活体育」の時期にお
けるボール運動の取り扱いについて
この時期におけるボール運動種目におい
ては、「ゴール型の球技種目」の「身体接触
を伴わないもの」はバスケットボール、「身
体接触を伴うもの」はサッカー、「サーブを
伴う打ち返し型の球技種目」の「チームゲー
ム」はバレーボール、「打撃、スローイング
型の球技種目」はソフトボールが中心的な
種目として取り扱われていた。「サーブを伴
う打ち返し方の球技種目」の「シングルス及
びダブルスのゲーム」（卓球、テニス、バド
ミントン）においては、中学校及び高等学校
においては取り扱われていたが、小学校に
おいては取り扱われていなかった。「的当て
型のトライアル球技種目」は取り扱われて
いなかった。中学校及び高等学校における
取り扱い方においては、男子と女子別に指
導すること、取り扱うボール運動種目は選
択ではなく、必ず取り扱うようになってい
た。
この時期のボール運動の目標は、身体的
目標、社会的目標、レクリエーション的目標
が示されており、特に、小学校では社会的目
標が強調されていた。ボール運動の学習で
は、好ましい人間関係を育てることが大切
なねらいであり、このねらいを果すための
学習では「グループ活動」が強調される。そ
うすると、チームボール運動種目は「グルー
プ学習」を行いやすいので、バスケットボー
ル（ポートボール）、サッカー、バレーボー
ル及びソフトボールなどが取り扱われたと
考えられる。逆に、個人的な「的当て型のト
ライアル球技種目」は取り扱われなかった
と考えられる。
また、この時期のもう一つのは目標は「レ
クリエーション」であり、テニスはバドミン
トン、卓球、ソフトボールまたは軟式野球と
並んでレクリエーション的種目に含まれて
いる。このことより、中学校及び高等学校に
おける「サーブを伴う打ち返し型の球技種
目」の「シングルス及びダブルスのゲーム」
（卓球、テニス、バドミントン）は「レクリ
エーション」の目標のために取り扱われて
いたと考えられよう。小学校では中心な目
標が社会的目標（グループ学習）であったの
で、取り扱われていなかったと考えられる。
そして、この時期におけるボール運動種目
の目標を身体的目標から分析すると、ボー
ルゲームに必要な諸技能を伸ばすことが必
要である。したがって、「技能を向上する」目
標のために、ボール運動の学習は、技能のち
がいという点において、中学校、高等学校で
は、男子と女子別に指導することになった
と考えられる。また、技能の向上レベルを図
るために、学習者は同一種目の学習をする
ことになったと考えられる。
3.2　「体力づくり」の時期におけるボー
ル運動の取り扱いについて
この時期におけるボール運動種目におい
ては、小学校、中学校、高等学校として「ゴ
ール型の球技種目」の「身体接触を伴うも
の」（サッカーが中心）、「身体接触を伴わな
いもの」（バスケットボールが中心）及び「サ
ーブを伴う打ち返し型の球技種目」の「チー
ムゲーム」（バレーボール）が中心的な種目
として取り扱われていた。「打撃、スローイ
ング型の球技種目」（ソフトボール）におい
ては小学校では取り扱われていたが、中学
校及び高等学校は地域や学校の実態に応じ
てボール運動種目を加えて指導することが
できた。「サーブを伴う打ち返し型」の球技
種目の「シングルス及びダブルスのゲーム」
（卓球、テニス、バドミントン）は小学校で
は取り扱われていないが、中学校、高等学校
においては地域や学校の実態に応じてボー
ル運動種目を加えて指導することができ
た。「的当て型のトライアル球技種目」は取
り扱われていなかった。中学校及び高等学
校における取り扱い方においては、「男子と
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女子別に指導すること」及び「取り扱うこと
ができるボール運動種目の中から一や二を
選択して指導することができる」とされた。
この時期の体育の目標は、運動能力の育成
や体力つくりが目標であった。したがって、
強健な身体を育成し、体力の向上を図るの
目標のために、運動量が高いボール運動種
目を取り扱うことが必要となり、バスケッ
トボール、サッカー及びバレーボールとい
った運動量が高いボール運動種目が取り扱
われていたと考えられる。逆に、「打撃、ス
ローイング型の球技種目」（ソフトボール）
及び中学校、高等学校における「シングルス
及びダブルスのゲーム」（卓球、テニス、バ
ドミントン）、「的当て型のトライアル球技
種目」においては、運動量が高くないボール
運動種目であると考えられ、地域や学校の
実態に応じてボール運動種目を加えて指導
する、または、取り扱わなかったと考えられ
る。
また、この時期の目標である「技能の向
上」を目指すために、中学校及び高等学校に
おいては、「男子と女子別に指導すること」
とした考えられる。さらに、体力の向上を、
長い時間をかけて確かなものにするため
に、ボール運動種目を選択して指導するこ
とになったと考えられる。
3.3　「楽しい体育」の時期におけるボー
ル運動の取り扱いについて
この時期におけるボール運動種目におい
ては、「ゴール型の球技種目」の「身体接触
を伴うもの」はサッカー、「身体接触を伴わ
ないもの」はバスケットボールが中心的な
ボール運動種目として取り扱われていた。
「サーブを伴う打ち返し型の球技種目」の
「シングルス及びダブルスのゲーム」の卓
球、テニス、バドミントンは、中学校及び高
等学校では取り扱われていたが、小学校で
は取り扱われていなかった。「サーブを伴う
打ち返し方の球技種目」の「チームゲーム」
はバレーボールが中心的なボール運動種目
として取り扱われていた。「打撃、スローイ
ング型の球技種目」はソフトボールは取り
扱われていた。「的当て型のトライアル球技
種目」は取り扱われていなかった。この時期
におけるボール運動種目の取り扱いにおい
ては、全部のボール運動種目の中から二を
選択して履修している。また、男女別に指導
することがなくなった。さらに平成 10年小
学校学習指導要領では、ソフトバレーボー
ル、プレルボール及びティーボールなど新
たボール運動種目が導入された。そして、平
成 20年の学習指導要領においては具体的
なボール運動種目ではなく、「ゴール型」「ネ
ット型」「ベースボール型」になった。「新体
育」「生活体育」の時期及び「体力づくり」の
時期と比べて、「楽しい体育」の時期では取
り扱われるボール運動種目の数が増えた。
この時期における体育の目標において
は、1970年代頃、生涯スポーツの理念が登
場し、技能的目標、体力的目標、社会的目標
を従来同様に重視しながらも、運動への愛
好的態度の育成を重点目標に位置づけた。
したがって、この時期の体育の目標は技能
的目標、体力的目標、社会的目標も含んでい
るので、「新体育」「生活体育」時期及び「体
力づくり」時期と同様に、運動量が高いボー
ル運動種目（サッカー、バスケットボールな
ど）及びチームゲーム（バレーボールなど）
が取り扱われていると考えられよう。
また、この時期における一番重要な目標
は「運動の愛好的態度を養うこと」であり、
そのためには、多くのボール運動種目を取
り扱う経験が重要であるので、特に小学校
では「新体育」「生活体育」の時期及び「体
力づくり」の時期と比べて、取り扱うことが
できるボール運動種目の数が増えたと考え
られる。
さらに、「運動の愛好的態度を養う」ため
に、いろいろなボール運動種目の中から自
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分の挑戦したいボール運動種目を選択して
履修することが必要と考えられる。したが
って、「楽しい体育」の時期における取り扱
い方においては、「学校の実態及び生徒の興
味や関心に応じて、テニス、卓球、バドミン
トン又はソフトボールのうち一を加えて指
導することができる」及び「取り扱うことが
できるボール運動種目の中で二を選択して
履修する」となったと考えられる。そして、
ボール運動種目が増え、選択して履修する
ことが保障されたので、「男子と女子別に指
導する」の必要性がなくなったと考えられ
る。
しかし、どのようなボール運動種目を選
択することが課題となる。そこで、平成 20
年の学習指導要領の改訂においては、「ボー
ル運動」の内容は、従前「具体的なボール運
動種目」から「ゴール型」、「ネット型」、「ベ
ースボール型」になり、それぞれの型からボ
ール運動種目を選択するようになったので
ある。「ネット型」については、小学校では
取り扱う種目かなかったので、平成 10年よ
り、小学生でも実施可能なソフトバレーボ
ールが導入されたのである。
以上のことをまとめると、「新体育」「生活
体育」の時期においてはボール運動種目の
目標は、社会的目標とレクリエーション的
目標を重視したので、「グループ学習」及び
「レクリエーション」の特性があるボール運
動種目が取り扱われていた。また、「体力づ
くり」の時期は「強健な身体を育成し、体力
の向上を図る」の目標のために、運動量が高
いボール運動種目を取り扱うことが必要で
あった。そして、「楽しい体育」の時期にお
いては、「運動への愛好的態度の育成」を重
点目標に位置づけたので、いろいろなボー
ル運動種目の中から自分の挑戦したいボー
ル運動種目を選択して履修することになっ
た結論づけることができる。
4．今後の課題と展望
本研究の結果より、小学校では、「サーブ
を伴う打ち返し型の球技種目」の「シングル
ス及びダブルスのゲーム」（テニス、卓球、バ
ドミントンなど）が、すべての校種で「的当
て型のトライアル球技種目」（ゴルフなど）
が取り扱われていないことが明らかとな
り、これらのボール運動種目を導入する可
能性を検討することが課題としてあげられ
る。ここでは、課題となるボール運動種目の
中の卓球を例にして、小学校で導入する際
の取り扱い方を考えてみたい。
平成 10年の小学校学習指導要領では、ソ
フトバレーボールが導入された。ここで注
目されることは、種目が「バレーボール」で
はなく、「ソフトバレーボール」であるとい
うことである。つまり、小学生でも取り組む
ことができるやさしい運動であれば、導入
することができるのでる。この考え方を「卓
球」にあてはみてみると、やさしい運動とし
ての卓球種目として「ラージボール卓球」
は、やさしい運動種目であり、それは小学校
においてもその面白さを味わうことができ
るものであり、具体的な授業づくりを検討
する可能性があると考えられよう。
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